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内
訳

・生活環境の改善及び公共用水域の水質保全を図る。
・老朽化した下水道施設について、予防保全を前提としたライフサイクルコストの最小化を図るよう、中長期的な改築を
実施し、下水道機能の保全と道路陥没などによる二次事故を防止する。

交付金の動向にも注視し、計画的な施設の整備を行う必要がある。
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生活環境の改善及び公共用水域の水質保全に寄与している。
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交付金削減等に伴う整備区域の再編検
討。
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・南ヶ丘の公共下水道への接続工事と、汚水を排除する汚水管渠施設の整備を行う。
・貴望ヶ丘地区の公共下水道（汚水）管渠の長寿命化を図り、道路の陥没や管渠の閉塞トラブルを減少させる。
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直営 昭和49年度 下水道法

都市計画決定区域2,061ha

更なる交付金要望に努めるとともに市街化調整区域については、地域の実情等を勘案し、集中処理、個別処理について
効率的、経済的な下水道整備手法を検証していく。
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事業：公共下水道整備事業（汚水）                               

１．公共下水道の汚水管渠整備 

下水道管渠の延伸整備を行うことで下水道普及率の向上を図った。 

下水道長寿命化支援制度を活用し、貴望ケ丘団地内の汚水管布設替、更生を行った。 

 

細事業：公共下水道整備事業（汚水）                             

１．公共下水道汚水管渠面整備の概要 

  面積１１．６５ｈａ、管渠延長３．３ｋｍの整備を行った。 

 （１）委託料 

委 託 名 金額（円） 期 間 委 託 概 要 

平成 24 年度公共下水道工事 

監理業務 
5,346,000 

H24.5.7～ 

H25.3.29 
工事監理補助 

平成 24 年度下水道工事に伴う 

家屋調査業務（その１）外１件 
8,461,320 

H24.6.5～ 

H25.3.26 

家屋調査   

事前３１２件 

公共下水道河内長野第２処理区

（その 25）実施設計業務 
5,449,500 

H24.7.10～ 

H25.3.25 
測量・調査・設計業務 一式 

平成 24 年度河内長野市公共 

下水道計画変更業務 
3,633,000 

H24.7.12～ 

H25.3.25 
事業認可設計 一式 

平成 24 年度公共下水道河内長野

第 2処理分区地質調査業務 
1,438,500 

H24.8.2～ 

H25.3.26 

地質調査 

  土質ボーリング N=８箇所 

計         24,328,320   

（２）工事請負費 

工 事 名 金額（円） 期 間 工 事 概 要 

公共下水道西片添町（その１） 

汚水管渠布設工事 

全体〔32,670,750〕 

H24 年度 20,070,750  

H23.12.21～ 

H24.9.28 
施工延長 L =391.70m 

公共下水道楠ヶ丘（その 16） 

汚水管渠布設工事外１３件 
282,278,241 

H24.4.20～ 

H25.3.25 
施工延長 L =2,871.24m 

公共下水道南ヶ丘（その２） 

汚水管渠布設工事 

全体〔33,285,000〕 

H24 年度 13,300,000  

H24.12.18～ 

H25.5.31 
施工延長 L =337.20m 

計       315,648,991   

（３）補償費及び賠償金 

補 償 名 金額（円） 期 間 補 償 概 要 

公共下水道西片添町（その１） 

に伴う水道管移設工事 

全体〔11,710,200〕 

H24 年度 5,810,200 

H23.12.14～ 

H24.9.28 
水道管移設 L=132.6m 

公共下水道楠ヶ丘（その 16） 

に伴う水道管移設工事外５件 
132,544,750 

H24.6.14～ 

H25.3.25 
水道管移設 L=2,007.7m 

平成 25 年度公共下水道工事に 

伴う水道移設工事補償（設計費） 
4,153,590 

H24.11.7～ 

H25.3.29 

汚水管渠築造工事に伴う 

水道管移設 

計       142,508,540   

 


